
再評価結果（平成１６年度事業継続箇所）

担 当 課：国道・防災課

担当課長名：中島威夫

事業名 事業 事業
一般国道２１１号 小石原バイパス 区分 一般国道 主体 福岡県

こいしわら

起終点 自：福岡県朝倉郡小石原村大字鼓 延長
ふくおかけんあさくらぐんこいしわらむらおおあざつづみ

２．５ km
至：福岡県朝倉郡小石原村大字小石原

ふくおかけんあさくらぐんこいしわらむらおおあざこいしわら

事業概要

小石原村の幅員狭小、線形不良区間の解消のために、延長２．５ｋｍのバイパス事業を昭和６３年度か

ら実施。事業効果の早期発現を目的に事業区間を第１期区間（１．２ｋｍ）と第２期区間（１．３ｋｍ）

に分けて整備している。

Ｓ６３年度事業化 都市計画決定なし Ｈ５年度用地着手 Ｈ６年度工事着手

（Ｈ 年度変更）

全体事業費 ４４ 億円 事業進捗率 ９４ ％ 供用済延長 １．２ km

計画交通量 ４，２００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 ４／５３億円 １５／７９億円 平成１５年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益： 14/ 78億円１．５ 事 業 費： 2/ 51

億円 走行費用減少便益： 1/ 1億円(残事業) 維持管理費： 2/ 2

交通事故減少便益： 1/ 1億円３．９

事業の効果等

・国土・地域ネットワークの構築（現道等における大型車すれ違い困難区間を解消する）

・個性ある地域の形成（主要な観光地へのアクセス向上が期待される）

他３項目に該当

関係する地方公共団体等の意見

（ ） 、平成元年度に２５市町村により一般国道２１１号線整備促進期成会 会長 飯塚市長 が発足しており

国や県に対し活発な要望活動（Ｈ１５．７）が行われている。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

小石原村の「陶の里整備構想」により「伝統産業会館」や「陶の里」が完成し従来の素通り型観光から

、 ， ，滞留滞在型観光へ変化しつつあり 昭和６３年度の交通量２ ８９７台／日から平成１１年度の交通量４

７２９台／日となっており約６割の交通量が増加している。

事業の進捗状況、残事業の内容等

平成１４年度に第１期区間（Ｌ＝１．２ｋｍ）を部分供用しており、平成１５年度末までに９４％の事

業進捗の予定。残事業：物件３件、用地面積 Ａ＝３，８００ｍ２、橋梁１橋、舗装 Ｌ＝４００ｍ

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

事業効果の早期発現を図るため施工区間を２区間に分け事業費の集中投資を図りながら、第１期区間を

平成１４年度に部分供用を行っている。今後も、２期区間の早期完成に向けて事業推進に鋭意努力してお

り、円滑な事業進捗を図っている。

施設の構造や工法の変更等

経済性を考慮した最適な平面や縦断の線形を選定するとともに、各種工法の採用においても常に経済性

を視野に入れて、コスト縮減を図っている。今後も、新工法・新技術等を積極的に検討・採用し、コスト

縮減に努めていく。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

第１次緊急輸送道路ネットワークに指定されるも、未改良であり、防災点検箇所を含み、迂回する代替

道路もないなど整備の必要性が高いため

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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Ｌ ＝ ２ ． ５ ｋ ｍ
至 北 九 州 市

至 日 田 市

供用済 L=1.2km


